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1. 都市工学
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◼ 都市工学： 都市・環境問題を解決するために、
都市現象を理解・分析し、より良い都市をデザイ
ン・計画する。

◼ IoT技術により、都市現象を詳細に、かつ、リア
ルタイムでモニタリングすることが可能になって
きた。

◼ 都市計画・マネジメントを革新的に変えていく可
能性がある。 ⇒ スマートシティ
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都市計画におけるPDCAサイクル

◼ Plan

◼ 都市計画を立案し、必要な規制、事業、都市サービ
ス提供を案出する。

◼ Do

◼ それらの実施。

◼ Check

◼ 問題がないか調査。

◼ Act

◼ 問題があれば、対策を検討。
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◼ このサイクルが５年毎に行われている。

◼ 都市計画法：
第六条 都道府県は、都市計画区域について、おおむね五年ごとに、都市
計画に関する基礎調査として、国土交通省令で定めるところにより、人口
規模、産業分類別の就業人口の

規模、市街地の面積、土地利用、交通量その他国土交通省令で定める事
項に関する現況及び将来の見通しについての調査を行うものとする。

◼ 経費や手間を考えるとこの「５年」は妥当に思える。

◼ しかし、５年もたつと都市は大きく変化！

◼ ビッグデータがこの調査を補完できる。
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2.都市問題
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背景

◼ 人口減少 労働力不足

◼ 高齢社会 低経済成長

高生産性、ロボット・AIによる労働代替

◼ 気候変動 大災害、農業生産の大変化

◼ 資源の枯渇 物質、エネルギー、食料

◼ 開発途上国の成長 より激しい競争

◼ 不確かで不安定な社会

◼ より素早い対応が必要
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縮退都市

◼ 人口減少、しかし、未だに多くの新規建設

◼ 既存建築物の非効率利用、空き建物

◼ 淘汰？ 無駄？

◼ 現行の都市制度の枠組みは人口増加時代のもの

◼ 都市縮退の状況にはうまく適合していない

◼ 現在の分散構造をいかに正すか？

◼ 社会インフラをどのように維持するか？
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3. スマートシティ?
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ISO 37100:2016(en)

Sustainability

◼ state of the global system, including 

environmental, social and economic aspects, 

in which the needs of the present are met 

without compromising the ability of future 

generations to meet their own needs
◼ Note 1 to entry: The environmental, social and economic aspects 

interact, are interdependent and are often referred to as the three 

dimensions of sustainability.

◼ Note 2 to entry: Sustainability is the goal of sustainable 

development.

◼ [SOURCE: ISO Guide 82:2014, 3.1]
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Smartness

◼ quality of contributing to sustainable

development and resilience, through soundly 

based decision making and the adoption of a 

long- and short-term perspective
◼ Note 1 to entry: Smartness is embedded in the process of 

sustainable development, i.e. sustainable development is the 

overarching process, while smartness is a characteristic. It implies a 

holistic approach, including good governance and adequate 

organization, processes and behaviours, and appropriate innovative 

use of techniques, technologies and natural resources.

◼ Note 2 to entry: Smartness is addressed in terms of performance, 

relevant to technologically implementable solutions.
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Smart City

◼ City which is developing to attain 

sustainability with sound decision making 

system typically supported with ICT 

technology based systems (without putting a 

heavy burden for decision makers)

◼ 重要な概念は意思決定システム

◼ 意思決定を支えるスマート情報システム

◼ 適切な手続きを確保するスマート社会システ

◼ 適切な意思決定を行うスマートな市民
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スマート?

◼ スマートシティの最終像はない

◼ 個人のスマートさ vs 社会のスマートさ

◼ カーナビゲーション

◼ 最短距離経路検索⇒最短時間経路検索⇒混雑回避システ
ム

◼ 運転支援システム

◼ 自車の正確な状況把握⇒他車の正確な情報提供

その運転者の時間最小化？

or 全ての運転者の時間最小化？
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4.情報技術と都市生活
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未来の都市生活像

◼ 鉄腕アトム

⇒ 二足歩行ロボット

◼ 宇宙少年ソランのチャッピー
⇒ 携帯電話？

◼ マトリックス

⇒ AR、VR



未来の都市生活像

◼ 小説、映画、アニメ、漫画などに影響される

◼ コンピュータによる管理の危険性

◼ 携帯コンピュータ

◼ ロボット

◼ ３次元乗り物

◼ 都市住宅学会（編）（2005）『データで読みとく都
市居住の未来』学芸出版社, pp.50-55.
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コンピュータによる管理、３次元乗り物



携帯コンピュータ、ロボット



技術革新

文字

印刷

電信

動画

コンピュータ

高速インターネット

どこでもＩＴ？

地図

印刷

ファックス

ＧＩＳ

ＧＰＳ

リアルタイム化？







戸建住宅の建替

◼ 建替→３Dめがねで建て替え検討システム（AR技術）
◼ 「建て替え提案」→自宅、可変住宅を選択するとプラン
◼ 可変住宅：住宅全体の各部がほとんど可動式、住宅ニ
ーズに応じて部屋の広さなどを調節。主寝室のスペー
スなどを活用して客間にできる。

◼ 家族の憩えるスペースが欲しい、プライバシーを守りな
がらお互いにいることを感じられるのが良いと答えると
代替案を出す。都市計画や建築規制に合致したプラン
を自動設計するので、建築確認もいらない。



◼ 物件サーチ：世帯情報や標準的な生活パターンに追加
条件を入力。眺望が良い、購入パイプ完備、テニス施
設が便利などを選択すると候補がでる。

◼ 購入パイプ：商業施設との提携により、必要な品物を注
文すると宅配ボックスまで購入パイプで即時に配送。包
装容器は回収なので、ごみが出ず、環境配慮制度にも
合致。



家電機器の高度化・高知能化：IoT化

感性を理解し、
状況を読み取
る

協調稼働可能

成長する家



バーチャルな癒し空間

癒し空間の流
行

癒し技術の高
度化

（麻薬に似た
恐さも？）



都市景観のステレオタイプ化？



情報フィルタリングの恐さ？



5.情報技術と都市生活
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居住とは何か？

◼ 居住の機能で考えてみる

◼ 時間軸で考える

◼ シーンで考える



居住の機能（外化・内化）

◼ 居住行為

◼ 行為 住宅内 住宅外

◼ 睡眠 寝室 ホテル

◼ 料理 台所 コンビニ

◼ 食事 ダイニング 飲食店

◼ 交流くつろぎ リビング 娯楽施設

◼ 勉強 子供部屋 学校・塾

◼ 性生活 寝室 ラブホテル

◼ 育児 ベビーベッド 保育園・ベビーベッド

◼ 介護 寝室 病院・介護施設

◼ 催事 客間など 集会場

◼ 外部空間 庭・車庫 公園・駐車場（レンタカー）

◼ 仕事 書斎作業場 会社

◼ 保存 納戸 トランクルーム



居住の機能（装置化）

◼ 居住行為
◼ 行為 住宅内装置化 住宅外
◼ 排泄 トイレ 公衆便所
◼ 入浴 浴室・シャワー 銭湯
◼ 洗濯 洗濯機 クリーニング屋
◼ 食品保存 冷蔵冷凍庫 生鮮食料品店
◼ 情報収集 ラジオTVPC 情報提供機関
◼ 通話 電話携帯電話 公衆電話
◼ 安否確認 ポット 安否確認活動
◼ 防犯 ホームセキュリティ 警察・警備会社



住宅として一つになるべき物は・・・？

◼ 居住行為
◼ 行為 住宅内 住宅外
◼ 睡眠 寝室 ホテル
◼ 料理 台所 コンビニ
◼ 食事 ダイニング 飲食店
◼ 交流くつろぎ リビング 娯楽施設
◼ 勉強 子供部屋 学校・塾
◼ 排泄 トイレ 公衆便所
◼ 入浴 風呂 銭湯
◼ 性生活 寝室 ラブホテル
◼ 育児 ベビーベッド 保育園・ベビーベッド
◼ 介護 寝室 病院・介護施設
◼ 催事 客間など 集会場
◼ 外部空間 庭・車庫 公園・駐車場（レンタカー）
◼ 仕事 書斎作業場 会社
◼ 保存 納戸 トランクルーム



居住の時間的分類

長期滞在型

◼ 持家

◼ 借家

◼ 別荘（？）

◼ マンスリーマンション

◼ ウィークリーマンション

◼ ホテル・宿・民泊

短期滞在型



ライフステージ

◼ 誕生 産院

◼ 子供 子供部屋

◼ 学生 下宿・ワンルーム

◼ 就職 自宅・借家

◼ 結婚 借家

◼ 出産 持家

◼ 子供成長 子供部屋・買い換え

◼ 子離れ 持家

◼ 高齢化 持家・高齢者施設？



シーンを変えたい

◼ 週日と週末
◼ 本宅と別荘、小マンションと郊外戸建

◼ 平日と休暇
◼ 自宅とホテル、本宅と別荘

◼ 複数のライフスタイル
◼ 住宅とサマーハウス

◼ 複数居住

◼ 「ホームレス」（短期居住継続型）



未来の間取り

◼ 可動間仕切り：２次元 ⇒ ３次元

◼ カプセル・セット

◼ 可動間仕切り ⇒ 可動戸境？



未来の都市型住宅

◼ 眺望の良い臨海部に廉価な共同住宅を取得したい。
今の定番は、家の半分が自由にやりとりできる「風船
住宅」。共同管理システムに登録しておくと、賃料を
払って定期借りで住宅がふくれる。余った空間がある
と、登録して利用者がいたときその分の賃料をもらえ
る。



未来の住宅

◼ タイムシェアリング住宅

◼ マイ・カ（家）

◼ アクティブ・ホームレス？

◼ リビング・スーツ？

◼ サーバー（自己情報保管庫）から展開可能？

◼ SI住宅→スーパーＳＩ住宅？
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6. スマートシティと技術



スマートシティのための技術開発

◼要素技術
◼ 高効率発電、センサー開発、電気自動車

◼複合技術
◼ アラートシステム、コジェネ、EMS (energy management 

system)、活動モニタリングシステム

◼統合システム
◼ コミュニティ計画、都市マネジメント
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現実のシマートシティ

◼ スマートシティ: ITなどの技術を活用しながら、交通、エ

ネルギー、健康、コミュニティなどの都市問題を解決す
る(次世代)持続可能都市
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7. まとめ
◼ スマートシティでは、市民のスマートな意思決定を支え
ることが重要。

◼ スマートシティの達成には、IoT技術を活用した都市活

動把握、そのリアルタイム処理、都市をマネージするた
めの早急な対応が不可欠。

◼ スマートシティ研究には、工学のみならず、法学、経済
学、社会学、農学、医学など様々な学問分野との連携
が必要。多分野連携のプラットフォームづくりが必要。
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